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【学 会 記事 】
テナ ドール ・ダムス特別教授講演会
さる3月26日に,テ オ ドール ・ダムス教授を向かえて,「統一 ドイツの課題 と欧州統
合」 と題 して講演会が開催された。ダムス教授は,ユ952年,ボソ大学にて博士号を取得




解消するために,社会的,経 済的秩序へ,国 家 レベル もしくはECレ ベルでの適切で積
極的な政策介入が必要であると主張されている。今回の講演では,EC統 合および東欧
革命の文脈での,統一 ドイツの抱える国内的,国 際的諸問題について取 り上げられた。
講演の主な内容は次の通りであるg
(1)統一 ドイツの今後の国内的調整には,旧 西 ドイツの通貨制度への旧東 ドイツの組
込みが必要であり,そのためには ドイツ連邦銀行が重要な役割を担っている。
② 東 ドイツ農業を再建するためには,要 因配分の最適化,生産物の供給システムの
効率化が最 も重要である。
③ 旧東西 ドイツの持つ経済的,社 会的二里.「生が,統一 ドイツの大 きなマイナス要因
となっている。故に,旧東 ドイツを市場経済に適合させることによ.って,こ の二重
性を取 り除くことが急務である。
④EC統 合にとって,統一 ドイツはその政治的,経済的原動力 となる反面,EC域
内の経済的遅滞地域との摩擦を引き起こす可能性がある。
講演は,EC委 員会や ドイツの経済政策形成に長年たず さわった教授の経験から,状
況の分析が非常に具体的であり,説得力を持ったものであった。
約2時 間に渡 る講演は非常 に内容の濃いものであり,約30人の出席者 も熱心に教授の
話 に聞き入 っていた。講演の後の出席者による質問は具体的な問題に関連 したものが中
心であり,その一つ一つに対 し,教授は誠意ある返答をされた。
(江頭進 ・八木紀一郎)
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